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●本誌掲載記事の複写・複製・磁気媒体等への入力および論文・抄録は、弊社の許諾なく行うことを禁じます。ご用の方は☎（03）3261-7817・FAX（03）3261-7818までご連絡ください。

※訂正とお詫び：弊誌1月号 「視点」 にて、 ICCA APについてのご紹介の中で  「Change、Corporation、
Chanceの3つのC」 と記しておりましたが、正しくは「Change、Cooperation、Chanceの3つのC」です。
ここに訂正させていただくとともに、読者の皆様、関係者の皆様にお詫びを申し上げます。

※コラム「Tech for MICE business」は、都合によりお休みさせていただきます。※編集の都合により、「出展募集」、「イベントレポート」はお休みとさせていただきました。ご了承ください。
お詫び：今号にて掲載を予定しておりました 「フィリピンMICE FAMレポート 続編」 は、
次号2020年3月号にて掲載させていただきます。

※DMC通信は、編集部の都合によりお休みさせていただきました。

本掲載は10月17日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大防止
等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式
での開催、中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。

連載：「JNTO国際会議統計とデータの活用についての考察～ JNTO国際会議統計②」は、次号2022年2月号に掲載させていただきます。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。

 2 ●  視点／人と人を結ぶリアル開催に思う
 4 ●  ユニークベニューレポート⑥／対談
   特別な体験を提供するユニークベニューの活用で
   MICEデスティネーションとしての東京、そして日本のプレゼンスをより一層高めたい

Business Events Advisor/  MICE Japan シニアアドバイザー 森本 福夫 氏
（公財）東京観光財団 コンベンション事業部 誘致事業課 主任 中村 隆一 氏

10 ●  サステナビリティ最前線：GDS-index加盟都市の取組紹介／
   第4回 Swisstainable（スイスの国を挙げた取り組み）

（一社）MICE総研 上席研究員（コングレグループ） 西本 恵子 氏
12 ●  北海道MICEモデル4コース／コロナ禍でも新たなMICEコンテンツを開発
    　　　　　　　　　　　北海道MICEに注目！
    　　　　北見～旭川／札幌～富良野エリア／帯広～釧路／函館～苫小牧
17 ●  NEWS RELEASE／電通、「みんなのイベント・ガイドライン」を一般公開

“誰も取り残されないイベント”を実現し、社会のDE＆I推進に貢献
18 ●  NEWS RELEASE／ 世界のビジネスイベントのリーダーが

地域の成長にコミット「アジアCEOサミット」
   ～世界のビジネスイベント市場において、アジアが果たす重要な役割をさらに強調～
19 ●  NEWS RELEASE／ プロモサロンはトップバイヤー優待プログラムを展開し、

国際的なフランス産業見本市を活性化します！
20 ●  NEWS RELEASE／ 3年ぶりのリアルイベント「モナコ旅 in 東京 2022」 開催

第一部、二部併せて総勢200名が参加
21 ●  取材／ 福岡・天神に「DAIMYO CONFERENCE」2023年春開業

国際会議・ビジネスイベントを誘致 2022年10月13日予約受付開始
22 ●  告知／東京ビッグサイト企画・協力「ユーロショップ2023」視察ツアー
23 ●  展示会開催情報／ アジア最大の総合包装展「TOKYO PACK 2022」が

出展406社、登録来場者53,466人となり盛大に開催
次回展は2024年10月に東京ビッグサイトで実施予定

24 ●  連載／ 展示会マーケティング戦略ゼミ ～出展成果最大化の現場から～
「展示会とは・来場者とは何か」3）「展示会来場者マーケティング」⑭
展示会での〈コミュニケーション〉について その17

展示会研究所 代表 辻井 勝 氏 
26 ●  Covid-19収束後の観光・MICE開催地としての再開・拡大発展支援の誌上ブログ／
   第10話   G&M主催者にアプローチする時は“時代の変化”を、

参加者を思う時は“世代の変化”を理解した上での対応が不可欠に
違いないと考える昨今です！ ビジネストラベル研究所 代表 森 栄藏 氏

28 ●  連載／   『江戸名所図会』で巡る“Withコロナ時代”のオンライン観光
 江戸城の城下町として整備された隅田川沿い（西岸）の名所巡り ⑥
 汐留橋～築地～佃島  “歴史の駅” 研究所 宮地 克昌 氏

46 ●  トピックス／ タイがBest Meetings & Incentives Destination (Asia)受賞
「MICE EXPO in Kansai 2022」来場・セミナー登録受付中！

30 ●  DMC通信／サバの散歩　45●MICE映画館  
31 ●  全国会場別MICEスケジュール

■■■■■

}⬅ 1行で入りきりません 本掲載は12月10日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、
中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。

49ミリ

■今月の表紙
MICE EXPO in KANSAI 2022
　（一財） 大阪国際経済振興センター、（一社） 日本展示会
協会、（一社） 日本ディスプレイ業団体連合会、（公財） 大
阪観光局で構成する「MICE EXPO in KANSAI 2022」
実行委員会は、（一社） 日本コングレス・コンベンション・
ビューロー （JCCB） ／ （一社） 日本コンベンション協会
（JCMA）の特別協力を得て、12月7日（水） ～12月8日（木）、
インテックス大阪で 「MICE EXPO in KANSAI 2022」
を開催する。
　2020年以降、新型コロナウイルスの影響によりMICE
の業態は大きく形を変え、変革の時を迎えている。このよ
うな中で開催される「MICE EXPO in KANSAI 2022」
では、「MICE業界の再起動と活性化」をテーマに、ポス
トコロナ時代のMICE開催における新たな技術やツール、
運営手法を一同に集結させ、新時代を迎え、多様化する
MICEの形を提案する。
　またMICE（Meeting・Incentive・Convention・Exhibition）
間での相互交流をはかり、2025年大阪・関西万博の開催
から、その先の未来にむけて、ビジネスイノベーションの創
出・人材育成にも取組む。

　11月には出展者と海外バイヤーを繋ぐ商談会とセッシ
ョンの開催も予定される同展では、好調な出展申込に伴
い会場を拡大し2号館へ変更。
　さらにアフターコロナ時代の新しいMICEの在り方や
今後の動向について、MICE業界に精通した講師を招き、
各業界が直面する課題解決のヒントとなるセミナーも発
表された。セミナープログラムは、46頁に掲載。
　なお入場、セミナー聴講は無料だが、業界関係者限定
の前登録制 （公式HP  https://mice-expo.jp/）。

来場登録
  受付中！


